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理事長　　福  間　 均

《2023年度上半期の業績》

ごあいさつ

預金積金の状況

　平素より「中央しんきん」をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　この度、皆様に中央しんきんをより一層ご理解いただくために「ミニディスクロージャー誌2023
年度上半期」を作成いたしましたのでご高覧ください。
　今後とも地域のお客さまから信頼される存在であるよう役職員一同尽力してまいりますので、
より一層のご愛顧とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

※記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております

　預金積金残高は、個人のお客さまおよび法人のお客さま、いずれも順調に増加したことにより、前年比93.5億円
増加（3.3％増）の2,906億円となりました。

貸出金の状況 　貸出金残高は、地域のお客さまの資金ニーズに積極的にお応えしたことで、前年比108.8億円増加（7.2％増）
の1,616億円となりました。

有価証券の状況 　お客さまからお預かりしている預金積金の一部は、貸出金の他に有価証券や預け金等でも運用しております。
市場金利の上昇に伴い一部の債券に金利リスクによる評価損が発生しておりますが、満期時には額面で償還される
もので信用リスクはありません。引続き、有価証券等のリスク管理の高度化を図り安全な運用に努めてまいります。

預金積金の推移
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●預金者別預金残高の構成

金融機関
1公金

160

個人
1,976

一般法人
768

●貸出金業種別残高構成比

製造業  4.46％
農林漁鉱業
0.38％

金融・保険業
5.63%

地公体
5.00%

運輸・情報通信業
1.47%

建設業
8.92％

個人
36.36%

不動産業
17.38%各種

サービス業
12.57%

卸・小売業
7.51%

電気・ガス
熱供給・水道業
0.32%

（単位：％）

有価証券の構成割合

外国証券
43.03％
（-7.06％）

投資信託
22.62％
（-5.16％）

社債
4.23％

（-2.25％）

国債
0.73％

（-13.58％）
地方債
26.23％
（-9.94％）合計

104,952百万円
（2023年9月末）

その他の証券
0.22％
（5.32％）

（単位：百万円）
※（　）内は評価損益率を記載しております

●有価証券期末残高の推移

2023年度
9月末

2022年度
9月末

2021年度
9月末

27,538 23,743 45,165
4,440

5,023

5,664

国債

3,051

3,087

3,449

236

92

72

775

30,243

32,088 24,205 42,801

25,684 46,161
1,869

789

地方債 社債 株式 投資信託 外国証券 その他の証券

1,1641,164

株式
2.90％
（6.04％）

2,906億円

1,616億円



　売上高にあたる経常収益は、前年比22.5%増の28億31百万円となり、コア業務純益は前年比21.7%増の6億96百万円となりました。
なお、投資信託解約損益を除く最も基礎的な収益力を示すコア業務純益についても前年比21.7%増の6億96百万円となり、9期連続の増益となり
ました。また、経常利益は前年比20.8%増の7億89百万円、当期純利益は前年比18.9％増の5億73百万円となりました。

決算損益の状況

自己資本比率の状況 不良債権の状況

当期純利益 （単位：百万円）
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※「コア業務純益」とは、業務純益から有価証券の売却等損益と
　一般貸倒引当金繰入額を控除した中核となる収益
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　経営の健全性を示す自己資本比率は、順調な利益の蓄積によ
り前年比0.23ポイント上昇し9.26%となり、国内基準の4％
を大きく上回っており健全性に問題はありません。

　不良債権の81％は担保や保証、貸倒引当金により高い保全率でカバーさ
れ、残り19％は自己資本で十分カバーしており、健全性に問題はありません。

■ 自己資本の額および自己資本比率の推移

（単位：百万円）2023年9月末現在

危険債権 6,567 (単位：百万円)
債権の区分

金融再生法上の不良債権（A）

合　計 (B)

破産更生債権およびこれらに準ずる債権
危険債権 
要管理債権
　三月以上延滞債権
　貸出条件緩和債権
正常債権 

2023年9月末
7,992
903

6,567
521
－

521
156,035
164,027

保全額  （C）

保全率（C）/（A）

担保・保証等 
貸倒引当金 

6,850
5,404
1,445
81.07%

要管理債権
521

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

903

正常債権
156,035

不良債権比率（A)/（B) 4.87%

■ 金融再生法による開示債権及び同債権に対する保全状況

　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由
により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに
準ずる債権です。

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権

　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経
営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取
りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準
ずる債権」に該当しない債権です。

■危険債権

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

■三月以上延滞債権

　債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破
産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当
しない貸出金です。

■貸出条件緩和債権

　信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸
出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

■要管理債権 　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及
びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」以外の債権です。

■正常債権
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自己資本の額（左軸） 自己資本比率（右軸）
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4％

経常収益 コア業務純益/コア業務純益（投資信託解約損益を除く）
※「コア業務純益」とは本業での最も中核的な収益力を示します。

2,831百万円 696百万円 696百万円

789百万円
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大社支店を新築移転、松江北支店をリニューアルオープン致しました。

地域貢献活動

　お客さまの利便性向上および出雲市大社地区の活性化のため、長年ご愛顧いただきました「大社支店」「大社南支店」を４月に、
道の駅大社ご縁広場の隣へ新築移転・統合致しました。また、5月には松江北支店を大幅リニューアルオープン致しました。　
　両店舗ともにお客さま用駐車場を大幅に拡大し、接客カウンターは、ご高齢のお客さまなどが座ってご相談頂けるようハイカウン
ターとローカウンターの切り替えが可能なタイプとしております。照明はLED照明とし、太陽光パネルや蓄電池を設置した環境にも
優しい店舗となっております。

西日本の金融機関として唯一ユースエール企業に認定されました。

環境・福祉活動

　若者が働きやすい中小企業として厚生労働大臣が認定する「ユースエー
ル企業」に当金庫が選ばれました。西日本の金融機関としては当金庫が唯
一の認定となります。
　ユースエール認定制度は、若者の採用や育成に積極的で有給休暇の取得
率が高いなど、働きやすい職場を表彰する制度で、当金庫の若者の採用実
績や離職率の低さ、有給休暇の取得実績の高さなどが評価されました。
　これからも若者に雇用の場を提供するとともに、積極的な人材育成、働
きやすい職場環境の維持、向上に努めて参ります。

　地域貢献の取組の一つとして、地域行事へ積極的に参画しております。
　今期は当金庫初となる「プレミアム旅行会」を開催し、今注目の尾張・三河地方へ2泊3日の旅を主催致しました。また、スポーツ少年団
野球大会の主催や各地域の催しへも積極的に参加しております。
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